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　NO ChimeNO GarbageNO Ordersという三
つのNOをモットーとして定め、時間遵守、環境整
備、主体的行動を通して、生徒自ら自律性や主体性を
高め、自立した人格の形成を目指している。
　以上のように、本校の創立期からの教育課程では、
積極的に新しい特色づくりに取り組み、生徒たちに
とって充実した学校生活が過ごせるような工夫に満ち
たものとなった。
　矢島は、2010年度に第４代目の校長として本校に赴
任した。職員面談を行ったり、生徒たちの学校生活の
様子を観察していく中では、こうした特色ある教育活
動の良さが随所に見られ、学力面でも成果が窺われた。
　しかし、教育課程が創立当初からほとんど見直しを
されてこなかった経過も明らかとなり、学習活動の形
骸化や、当初目指していたのとは異なる学習の方向や
内容への変容も見られた。例えばICTはタイピング技
能の向上のみに目標化されていたり、COM・ECOMが
単なる表現活動や大学受験用の学習に傾斜していた
り、特に、発展期（５－６年次）のGEは、生徒にとっ
て目的性の低い活動になっているという課題も明らか
になった。
　さらに、2012年度からの中学校学習指導要領、2013
年度からの高等学校学習指導要領の改定に伴い、指導
内容の見直しも必要であった。そこで、本校の教育課
程の見直しをどのように進めることが有効性が高く、
教職員にも生徒にも保護者にも理解・支持され、学校
の特色をより充実したものに高めていけるかの創意工
夫が求められた。
２．キャリア教育の意義について
　学校教育における「キャリア教育」は、児童生徒に
激しい社会の変化に対応していく能力、主体的選択・
決定能力、社会人として自立する能力を育てることを
ねらいとして行う教育活動全般を示す。
　1900年代後半までの学校教育においては、上級学校
への進学（出口指導）に重点を置いた進路指導が主と
して行われていた。しかし、社会の変化や職業観の変
化、また、生涯学習社会における学校教育の重要性の
拡大や、家庭教育における進路選択指導力の低下など
の状況を受け、進路指導の現状を脱し、意味を刷新す
るねらいも含めて「キャリア教育」という概念が明確
化したといわれている１。
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　「キャリア教育」という言葉は、1999年の中央教育審
議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善に
ついて」において初めて使用された。この答申の中で
は「学校と社会及び学校間の円滑な接続を図るための
キャリア教育（望ましい職業観・勤労観及び職業に関
する知識や技能を身につけさせるとともに、自己の個
性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育
てる教育）を小学校段階から発達段階に応じて実施す
る必要がある」と述べられている２。しかし、その概念
には曖昧な面も多かったために、文部科学省は2006年
に協力者会議作成による「小学校・中学校・高等学校
キャリア教育推進の手引」を作成し、「キャリア教育」
において身につけさせる力として以下の内容を示し
た。
（１）人間関係形成能力（自他の理解能力とコミュニ
ケーション能力）
（２）情報活用能力（情報収集・探索能力と職業理解能
力）
（３）将来設計能力（役割把握・認識能力と計画実行能
力）
（４）意志決定能力（選択能力と課題解決能力）
　これをもとに、本校での「キャリア教育」に取り組
む際の視点として以下のように整理し直した。
（１）他者の個性を尊重し、自己の個性を発揮しながら、
様々な人々とコミュニケーションを図り、協力・
共同して物事に取り組む力を育成すること。
（２）学ぶこと・働くことの意義や役割およびその多様
性を理解し、幅広く情報を活用して、自己の進路
や生き方の選択に生かす力を育成すること。
（３）夢や希望を持って将来の生き方や生活を考え、社
会の現実を踏まえながら、前向きに自己の将来を
設計する力を育成すること。
（４）自らの意志と責任でよりよい選択・決定を行うと
ともに、その過程での課題や葛藤に積極的に取り
組む力を育成すること。
　学校教育においてキャリア教育が重視される背景に
ついては次のように考えた。
　現在の日本は、少子高齢化社会が急速に進むととも
に、併せて産業や経済の構造的変化や雇用の流動化が
加速度的に影響を強め、全世代層にわたって就業をめ
ぐる環境が激変している。その結果として、若年層に
おいて、いわゆる社会人（職業人）としての意志や素
養に関する課題が目につく。この理由としては、若者
の精神的な自立の遅れもあるが、個人的資質によるも
のというより、社会や環境的原因による面が大きいの
ではないか。
　例えば、現在の中高校生世代に見られる課題として、
人間関係を上手く築くことができない、自分で意志決
定ができない、自己肯定感が持てないなどが挙げられ
るが、このことは、将来の生活に対する見通しが持ち
にくく、格差社会の構造などによって希望が持てない、
若年層の親離れや保護者の子離れの時期の遅れが目立
ち、その結果として進路を選ぶ意志や資質は十分に
育っていないなどが遠因にあるのではないか。それは
生活や意識の大きな変化であるばかりでなく、若年層
におけるモラトリアム傾向の強化であり、就職からの
逃避としての上級学校等への進学や、進学や就職をし
ても目的意識の弱さから長続きしないなどの状況にも
反映している。
　文部科学省は、学校におけるキャリア教育推進の基
本方向として、一つに「働くことへの関心・意欲の向
上と、それを学ぼうとする意欲の向上」をあげて、そ
のための「キャリアに関する学習と教科・科目の学習
との相互補完性」を重視してきた。つまり、職業体験
やインターンシップ等の体験を教科と有機的に関連づ
け、進路への関心や意欲を高め、学習意欲と結びつけ
ようとしたのである。
　また、子どもの「キャリアに関する意識や能力」の
発達状況を正しく把握し、キャリアカウンセリングの
機会と質を向上させ、一人ひとりに応じた支援を行う
ように求めている。社会性などについて早期からの資
質・能力向上の必要性を挙げている。
　さらに、「生きる力」の育成とキャリア教育の推進と
を関連づけている。社会の激しい変化に翻弄されるだ
けでなく、それぞれが直面するであろう様々な課題に
柔軟にたくましく対応し、社会人として自立していく
ことが肝要であるともしている３。
　以上のことから、文部科学省のキャリア教育の推進
に関する基本的な考え方は、以下の３点に整理できる
と考えた。
（１）「キャリア教育」の推進によって、一人ひとりの
キャリアに関する意識や能力の発達状況や、個の
自立を促す視点から、従来の教育のあり方を見直
し、改革していくための理念と方向性を示す。
（２）「キャリア教育」は、子どもの発達段階やその課題
の達成と深く関わりながら段階を追って発達する
ことを踏まえ、全人的な成長・発達を促す視点に
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立った取り組みを積極的に推し進める。
（３）「キャリア教育」を視点に各教科や領域の関連する
諸活動を体系化し、計画的・組織的に実施するこ
とが出来るよう、教育課程編成を見直しの重要な
観点にしていく。
３．中央中等教育学校の教育目標と教育方針
　本校の学校教育目標は創立以来、以下の通りであり
変更されていない。
（１）豊かな人間性と創造性の育成
（２）国際コミュニケーション能力の育成
（３）日本の文化、伝統に対する深い理解
　また、学校教育目標を生徒にも理解しやすいよう具
体化をした「目指す生徒像」があり、それに対する生
徒たちの意識は高い。
World Citizen（地球市民としての日本人）
（１）国際的な視野を持ち、世界の人々から信頼される
生徒
（２）進んで国際社会に参加し、協力することができる
能力、態度を身に付けた生徒
（３）英語コミュニケーション能力を備えた生徒
　矢島が着任した2010年度は、この目標の達成を図る
ために以下の５項目の「教育方針」を設定した。
（１）基礎・基本の確実な定着を図るとともに、学ぶ意
欲や課題解決力を育成する。
（２）自ら判断し自主的・自立的行動ができ、環境や美
化に配慮できる「地球市民としての日本人」を育
成する。
（３）６年間を見通した特色あるカリキュラムを編成
し、教育内容の一層の充実を図る。
（４）キャリア教育の充実を図り、公共性の育成や多様
な表現力の向上に努める。
（５）部活動・生徒会活動の活性化を図り、生徒の自治
意識を高めるとともに自主的・実践的態度を育成
する。
　教育方針とは、現実の生徒の実態を踏まえ、そのよ
さや課題性などに基づいて、各年度ごとに指導の重点
として教職員全員の共通理解を図るためのものであ
る。本校では、いわゆる義務系学校からきた教員と高
等学校からきた教員とが混在しているため、教育方針
を明確化、焦点化して示し、一貫した方針による継続
的、計画的な指導体制を構築する必要があった。その
ため、学校の実態を把握する時間をとり、教員からの
ヒアリングを行った上で示すようにした。
　これらの教育方針の設定の理由や根拠について簡単
に述べておく。
（１）基礎・基本の確実な定着を図るとともに、学ぶ
意欲や課題解決力を育成する。
　この方針は前年度から引き続いている。
　本校は、中等教育学校として特色ある教育活動や教
育課程編成を行っているが、実際に本校で学んでいる
生徒は、本校入学以前に特別な教育を受けてきている
わけではなく、通常の公立小学校から進学してくる生
徒がほとんどであり、それぞれの生徒の資質や能力も
多様である。これは、本校が入学者選抜においていわ
ゆる学力検査を課すのではなく、「表現力や論理的思考
力などを見る適性検査」と「小学校からの調査書」お
よび「本校への入学意思を確認する簡易的な面接」な
どによって行っていることからも必然的に生じる状況
である。現実的には、個々の生徒の発達状況や各種の
個性的側面が小学校６年生段階で明確になるわけでは
なく、いわゆる教科内容の修得状況を見ても均一化さ
れた集団ができるわけではない。
　また、中等教育学校の目標としては、次の３項目が
示されている。
①　国家及び社会の有為な形成者として必要な資質を養
うこと。
②　社会において果たさなければならない使命の自覚に
基づき、個性に応じて将来の進路を決定させ、一般
的な教養を高め、専門的な技能に習熟させること。
③　社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、
個性の確立に努めること。
　この目標は、実際には高等学校における目標と同一
である。前期課程においては、中学校における教育の
目標が準用されるわけであるから、「中等教育学校」に
おける最も重視すべき目標も、具体的には「基礎・基
本の確実な習得」であり「生涯学習社会において必要
とされる豊かな人間性や体力の向上」だととらえるべ
きである。したがって、「学ぶ意欲」や「課題解決力」
もその一連の学力の要素であるといってよい。そこで
本校における教育活動の重点を教科等の学習の充実と
考えた。
（２）自ら判断し自主的・自立的行動ができ、環境や
美化に配慮できる「地球市民としての日本人」
を育成する。
　この方針も前年度に引き続いて示した。
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　「地球市民としての日本人（World Citizen）」は本校
の生徒にとってなじみ深いものとなっており、生徒の
本校に対する所属感や様々な場面でのモチベーション
を高めるキーワードともなっている。しかし、この言
葉の概念については、抽象的で幅広いものを示すため
に、生徒が十分に具体的な生徒像としてのイメージを
認識できているわけではない。ましてや、入学後間も
ない１年生にとっては「英語コミュニケーション能力」
という点は理解しやすいとしても、「国際的視野に立っ
た協力」、「世界の人々からの信頼感」、「国際社会への
積極的参加」などは認識することが難しい面もある。
　そこで、学校、家庭、地域など日常的生活の中での
利害を超えた協力、他者との信頼関係、活動への積極
的参加がひいては国際的視野に立っての活動につなが
るということを実感的に身に付けさせていくことが重
要である。
　そのために、自ら判断し、自主的・自立的に行動し
ていくこと。また、生徒たちが最も身近に取り組みや
すい地球規模的課題である「環境問題（あるいは環境
美化問題）」を行動の一つの基盤に据えようと考えた。
生徒たちが「環境問題」に対して実際に有効性高い社
会的行動をとれるわけではないが、エコロジーの視点
から自分たちの生活を見つめ直していくことは、生徒
の日常生活においても十分に可能と考えた。
（３）６年間を見通した特色あるカリキュラムを編成
し教育内容の一層の充実を図る。
　この方針も前年度から引き続いて示した。
　本校は前述の通り創立当初から特色あるカリキュラ
ム編成を行ってきた。この伝統や実践の積み重ねの評
価について、しっかり取り組む必要があると考えた（前
述参照）。
（４）キャリア教育の充実を図り、公共性の育成や多
様な表現力の向上に努める。
　この方針は、2010年度に新たに掲げた。
　公共性や社会性の育成は、学校教育においてとりわ
け重要である。様々な識者による見解から二つ例示す
る（実際の職員に提示したもの）。
「社会制度としての学校には、学力や個性の開花と
いった個人的な目標だけでなく、公共的な目標がある
はずである。自分一人の目標を追求するのではなく、
社会のために、他の人々のために、自己の責任を果た
していこうとする精神や、まわりの人々とともに共通
の価値の実現のために義務を果たそうとする道徳を育
成することこそ、そして、そのような市民性を備えた
人々によって構成される共生的なコミュニティーを育
んでいくことこそ、公的な制度としての学校の役割で
はないか。」４
「学校は歴史的に、子どもたちに『学力』と『社会性』
という二つのものを身に付けさせることを主たる役割
として発展してきたと言ってよいだろう。私自身は、
それらのうち『学力』をより上位の目標として置きた
い気持ちがあるが、今日の日本の状況を考えたとき、
子どもたちの『社会性』を伸ばすという側面もそれと
同等に大切であるという論調をあながち否定する気に
もなれない。子どもたちの知的側面での『わける力』
と『つなぐ力』（＝『学力』）は、情意面・行動面での
『わける力』と『つなぐ力』（＝『社会性』）と不即不離
の関係で発達していくべきだと考えるからである。」５
　本校の生徒にとっても「学力」と「社会性」のバラ
ンスのとれた伸長が重要であることは言うまでもな
い。生徒がこれからの社会における様々な場面でリー
ダーシップ及びフォロアシップを発揮できる意欲と能
力を身に付けることは不可欠である。
　つまり、キャリア教育を重視する意味として、「自己
中心的な考え方から脱皮し、社会全体の幸福追求に取
り組む意識を育てる」、「具体的経験を重視し、他の人
との良き相互依存性を実感的に理解する」、「新たな社
会的価値の創造力を育成し、生きる意味や価値を実感
する」など経験に裏付けられた質の高い「学力」の定
着を目指すことが必要であると考えた。
（５）部活動・生徒会活動の活性化を図り、生徒の自
治意識を高め、自主的・実践的態度を育成する。
　この方針も2010年度から新たに掲げた。
　中高一貫教育の意義について、中央教育審議会答申
では次のように指摘している６。
　中高一貫教育については、次のような特色があると考
えられる。まず、中高一貫教育の利点としては、（ａ）高
等学校入学者選抜の影響を受けずにゆとりのある安定的
な学校生活が送れること、（ｂ）６年間の計画的・継続的
な教育指導が展開でき効果的な一貫した教育が可能とな
ること、（ｃ）６年間にわたり生徒を継続的に把握するこ
とにより生徒の個性を伸長したり、優れた才能の発見が
よりできること、（ｄ）中学１年生から高校３年生までの
異年齢集団による活動が行えることにより、社会性や豊
かな人間性をより育成できることなどが挙げられる。
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　この利点、すなわち体験の充実や異年齢集団活動に
よる社会性や豊かな人間性の形成、個性の伸長と優れ
た才能の発見などを生かすために、「部活動」や、特別
活動の中でも「生徒会活動」などの教育的効果を十分
に活用すべきと考えた。
　「部活動」の効果について、2005年度に東京都教育委
員会が行った検討会議の報告では次のように述べてい
る。
　「部活動は、学級や学年を越えて同好の生徒たちが自
主的・自発的に集い、顧問教諭のもと、個人や集団と
しての目的・目標をもち、切磋琢磨することを通じて、
人間関係の大切さ、組織を機能させることの重要さを
学ぶことができる活動である。
　生徒が充実した部活動を送ることは、自己理解を深
めながら自らを高めていく力の育成、人生を豊かに歩
んでいこうとする意欲の喚起、さらには自分の進路を
見つめ、目的意識をもって生活していこうとするなど
『生きる力』の育成につながる。また、継続的な学習
により部活動の特性である専門的な知識や技能の習得
も図ることができる。人は、成長の過程で様々な人と
出会い、人間関係を学び大人になる。子どもが大勢い
る時代は、日常生活の中でその関係性を学ぶことがで
きた。少子化時代にあっては、社会が意図的に人間関
係を学ぶ機会をつくらなければ、社会人として本来身
に付けるべき資質や能力を十分育てることはできな
い。」７
　このように、生徒にとって「社会性」を身に付ける
場としての「部活動」の役割の意味は大きいものがあ
る。上記の報告書の内容にもあるように、現代の中高
校生の課題が「よりよい社会的資質」の不足にあるこ
とはよく指摘されるところでもある。
　2000年の中央教育審議会（報告）「少子化と教育につ
いて」においては、少子化が教育に及ぼす影響として、
「子どもの切磋琢磨の機会の減少、親の過保護・過干
渉、子育ての経験や知識の伝承の困難、良い意味での
競争心の希薄化」とともに、「学校行事や部活動の困難」
を挙げている。
　このように、少子化の進行はふところの深い社会性
を身に付けるきっかけとなる友情、葛藤、対立、忍耐
を経験する機会が減少していることにもつながってい
る。
　実際に、少ない子どもを大切に育てようと意識する
ことから、少子化により親の子どもに対する過保護・
過干渉の傾向が生じている。また、子どもたちが自分
の意志で自分の目指すものにチャレンジすることを回
避する風潮も散見される。
　こうした状況下では、学校において一定規模の集団
を前提とした教育活動が成立しにくくなるだけでな
く、社会全体として様々な分野において良い意味での
競争が失われ、社会的・経済的活力を削ぐと同時に文
化的創造力を衰退させるおそれがある。さらに、良い
競争心の前提となる公正の精神が衰えれば民主主義の
基盤が損なわれることになる。
　自主的、自治的な態度を身に付けることが民主主義
的な社会を構成する成員としての基本的資質の重要な
点であることについては議論を待たない。この答申で
示す良い意味での競争心とよりよい協同性といっても
差し支えない。
　本校の生徒には、中高一貫教育であるために良きに
つけ悪しきにつけ等質指向性が窺える。良い意味では
協力性や連帯感であるが、悪しき意味では異なる意見
や主張との対立の回避であり、意図的な無視にもなり
かねない。こうした生徒の考え方が、生徒会活動が十
分活性化していないという課題の原因の一つになって
いた。
　本校は１学年・４学級ではあるが、１学級定員が30
人のために規模の大きな学校ではない。高等学校とし
ては小規模校に属する。また、生徒の通学区域も広範
囲にわたり、部活動や生徒会活動に取り組みにくい条
件がある。しかし、部活動への積極的な取り組みと希
望する進路実現には相関も見られた８。
４．中央中等教育学校における「キャリア教育」の
具体的な活動の構想
　まず、「キャリア教育」の充実によって培うべき諸能
力を、次表に示すように「社会性側面」と「学力的側
面」とに分けて整理した。
　そして、こうした整理に基づいて「キャリア教育」
に関わる諸活動（行事・学習）を、系統性及び重点化
などを考えながら構想した。その際に、系統性につい
て、生徒の発達特性や実態の裏付けとして踏まえ、学
年進行による経験の拡大、活動と活動の相互関係など
を考えあわせることにした。
　次に、構想した具体的な諸活動（行事・学習）につ
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いて触れていきたい。実際にカリキュラムの中でこれ
らの活動（行事・学習）をどう位置づけていくかは今
後検討する。なお、ここに示したのは、構想した活動
の一部である。
〔１〕社会性側面 〔２〕学習的側面
人間関係
形成能力
集団適応力・コミュニ
ケーション意欲
自己の個性の理解・
言語力
情報活用
能力
社会事象への積極的な
関心・関与
情報収集・分析・活
用力
将来設計
能力
計画力・継続力・自己
評価力
教科等の内容の理
解・応用力
意志決定
能力
主体性・自立性・自律
性
判断力・創造性・問
題解決力
〔１〕社会性側面を中心とした活動の構想
（１）学校と集団生活
①【基礎期】「集団宿泊活動」……本校は入学前には一
緒の活動をしたことがない生徒で構成される新しい
集団である。中１ギャップの一つが「集団への適応」
であることを考えると、「仲間意識の醸成」は重要な
課題である。そこで１年生の４－５月に集団づくり
や集団構成員としての所属意識の高揚などに積極的
に取り組む。
②【充実期】「ボランティア活動」……充実期の生徒に
見られる課題は、少人数の固定的な集団の中での人
間関係の問題（交友関係、学力差問題、個性の確立
と協調など）から「不登校（学校不適応）」などに至
る場合がある。そこで３年次に集団帰属感や自己存
在感を高めるために「ボランティア活動」を核にし
た積極的な生徒指導的活動を取り入れる。
③【発展期】「未来の自分への論文集」……発展期の生
徒は学校に対する帰属意識が強くなり、仲間意識も
同時に強化されることによって、充実期までに見ら
れた問題は減少してくるが、卒業後のアイデンティ
ティーを視野に入れた考え方を持つことが必要にな
る。「未来の自分に向けた論文作成」はそのための
きっかけとなる活動である。各人の論文は論文集と
してまとめ、生徒相互の理解にも活用する。
（２）自然と生き方
①【基礎期】「尾瀬学校」……No Garbageを標榜す
る本校は「環境問題」を21世紀のグローバルテーマ
としてとらえており、この面から社会性育成を図ろ
うとしている。基礎期における「尾瀬学校」は、群
馬県における自然保護の象徴的な存在である尾瀬を
訪れることで自然と人間を考えるきっかけとする。
②【充実期】「サイエンス・コミッション」……充実期
の生徒にとって自我の確立の上で、社会的視野の成
長は非常に重要である。例えば、「科学の発展と自然
との調和」を考えていくことは大切な視点である。
そのために主体的な科学的研究の発表活動によって
学びを深める。
③【発展期】「科学者と語る」……本校生徒の約半数超
がいわゆる「理系」の進学希望者である。理・医・
薬・工・農系などへの進学希望者にとっては、自然
と人間がどう調和していくのかを考えていくことが
重要である。様々な科学領域の研究者とのミーティ
ングを通して、自らの思考のキーワードとして自然
をより明確に意識できる。
（３）勤労と生き方
①【基礎期】「職業人との懇談」……近年の我が国の社
会の構造的な問題として、勤労に対する若年層の意
識の低下、意欲の劣化が言われている。生徒を見る
と、「ものづくり」に関心を持ちつつもそうした仕事
の本来的な意味ややりがいについて理解できていな
い状況がある。学校生活に開始時期において勤労に
対する正しい理解を深める。それとあわせて「職場
体験学習」を行うことで社会的行為としての勤労に
ついての学びを深める。
②【充実期】「奉仕活動」……勤労について無償的行為
の側面からの理解を深める。ボランティア活動につ
いて家庭生活や地域社会の中で取り組んでいる生徒
も多いが、本校は地域との結びつきが弱い学校であ
るために、全員が関わっているわけではない。そこ
で生徒自身の企画性・発案性を大事にして奉仕的活
動を実施する。
（４）社会的な生き方
①【基礎期】「情報モラル教室」……本校では１年次生
からほとんどの生徒が携帯電話を利用している。
「ケータイ」問題に象徴される社会生活の危険性と
自己管理による安全の理解を深める。
②【充実期】「サイバー犯罪防止教室」……インターネッ
ト社会において、「ケータイ」というインターネット
端末を持っている生徒は、犯罪被害者になる可能性
と同時に加害者になる可能性もある。そのため、情
報化社会における主体的な個人を形成するために
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「情報モラル教室」を発展させた学びを行う。特に
発信性を重視する。
（５）文化の創造
①【基礎期】「合唱大会」……学級単位での合唱を通し
て、音楽的な表現力の充実を図るとともにコンクー
ル形式によって学級間でのよりよい競い合いをす
る。
②【充実期】「芸術鑑賞教室」……芸術の様々な分野、
特に、演劇・音楽などの即時的な内容の鑑賞を中心
にする。現代的な内容とともに伝統的な芸能につい
て取り入れる。
③【発展期】「文化祭」……発展期の生徒にとっては、
文化祭全体の企画運営力や創造力、実行力などが問
われる。文化祭の内容的な質だけではなく、全校生
徒の一体感をどう盛り上げていくか、年齢差の大き
な集団をどうリーダーシップを生かしてまとめるか
等で自らの学校生活を評価する。
（６）運動と健康的な生き方
①【基礎期】「保健講演会」……自らの健康問題だけで
なく、エイズや薬害問題など広い視野から考えなけ
ればならない多くの問題がある中で、主体的にこう
した問題への関心を高めるとともに、自分自身も社
会的な問題に対して積極的に考えていこうとする意
欲を育てる。
②【充実期】「球技大会」……各種の競技を通して、適
正な競争心やフェアプレーの精神を実感的に学び、
自らの運動生活について考える。あわせて「薬物乱
用防止教室」等により、若年化する薬物問題などを
学び、健康に関する意識高揚を図る。
③【発展期】「体育祭」……将来の運動生活を見通し、
スポーツに積極的に親しみ、健康な生き方を考える
ことを学校全体や保護者に発信する。
（７）文化理解と交流
①【基礎期】「文化遺産探求」……自らが時間的な面で
も歴史的社会の一員として存在していることを認識
し、身近な文化遺産の探求活動を行い、あわせて自
分の生まれ育ったふるさとに対する理解をも深め
る。
②【充実期】「修学旅行Ⅰ」……充実期においては文化
の認識力の広がりが期待される。視野を広げるため
にも、国内の他地域の様々な文化やそこに生きる
人々と交流を持ち、我が国の歴史や現代生活に対す
る理解を深める。
③【発展期】「修学旅行Ⅱ」……発展期においては学校
生活の集大成として、また、これまでの学びを検証
する場として海外への旅行を行う。そこでは現地の
学校訪問やホームヴィジットなどにより、世界的視
野から諸外国の歴史や国際的な現代状況に対する理
解を深める。
（８）社会生活と自己理解
①【基礎期】「自己分析検査」……理論に基づいた自分
の性格の自己分析をする検査を行い、自分の特長に
客観的に気づいて、それが日々の生活に生かし、学
校生活の充実に向けた客観的情報を取得する。
②【充実期】「職業適性検査」……自分のよさや何かと
問われてもなかなかそれを説明できない生徒や、客
観的に見ればよい面がたくさんあってもそのことに
自信が持てない生徒もいる。自分の得意なものを知
り、自分のやりたいことを明確にする意味で職業適
性検査等を行う。
③【発展期】「社会性検査」……社会性を客観的に図る
検査を行い、自己の能力的個性や嗜好的個性などを
知るとともに、将来の就業との適合性などについて
考える材料として、進路実現について考える資料に
する。
（９）表現力の向上
①【基礎期】「少年の主張」……社会と自分の生活との
関わりについて認識する機会を持ち、社会における
様々な出来事に自分なりの意見を持ち、主張できる
力をつけるための場である。
②【充実期】「ディベート」……主張はするが話し合い
のできない人間、自己主張のみの人間にならないよ
う、相手の考えを理解し、新たな発想をする力をつ
けるために建設的なディベート活動を行う。
③【発展期】「小論文コンテスト」……GEの時間などに
追求したテーマに沿って小論文を作成し、それを相
互評価することで、文字言語表現力を高め、あわせ
て推敲力や熟慮する態度を育てる。テーマについて
自らの主張を明快に展開する力を養う。
〔２〕学習的側面を中心とした活動の構想
（１）進路とその理解
①【基礎期】「進路学習と生き方学習」……生徒一人ひ
とりの社会的自立・職業的自立に向けて、将来の「生
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き方・あり方」や社会の現実を踏まえながら、自分
の意志と責任でよりよい進路選択や決定を行うこと
の大切さやいろいろな人々とのコミュニケーション
を図り、協力・協同してものごとに取り組む大切さ
を学ぶ。
②【充実期】「進学と将来設計」……中高一貫校の特色
を生かした上級学校進学への意識付けをする。その
際には、何よりも自分がどう生きるのか、どのよう
な将来設計を持つのかを重視する。
②【発展期】「進学の実際」……具体的な進学希望先の
決定にあたって、講師から上級学校での学びのあり
方などについて学ぶ。実際の大学教員などの模擬授
業などを通して、高等教育における学びについての
理解を深める。
（２）カリキュラムとその選択
①【充実期】「文理選択への理解」……進路選択に関わ
る最初の分岐点として、文理選択について４年次に
実施する。この際、教科の得意不得意ではなく、あ
くまでも将来の生き方に基づいて選択をすることや
文系・理系のカリキュラムの相違などについて理解
を深める。
②【発展期】「科目選択説明会」……進学に関する具体
的な見通しを持って、大学でも学びに即した科目選
択について説明を受け、自己決定する。
（３）進学先の選択
①【充実期】「大学・研究所訪問」……４年次に文理別・
系統別に４つのコースで大学や企業を訪問し、最先
端の技術や研究を見学・体験する。それによって、
具体的な進路意識の高揚を図る。
②【発展期】「オープンキャンパスへの参加」……５年
次の夏休みを中心に各自が進学を希望する上級学校
のオープンキャンパスに実際に参加し、学部・学科
等の研究内容や学校生活を実際に見学し体験して今
後の見通しを持つ。
　「卒業生との情報交換会」……大学進学後の卒業生
との交流会を行い、進学後の学生生活や学修につい
て理解を深める。同窓意識が高く、帰属意識も高い
本校の特長を生かす。
（３）学習と生活
①【全学年】「学習実態調査」……全ての生徒の学校外
での学習内容や時間などを調査し、その結果を生徒
の家庭学習の改善や、バランスのとれた学習習慣の
確立のためにフィードバックする。
②【全学年】「学力推移調査」……６年間を見据えた各
時期の課題やつまづきを把握して、学習生活の充実
に生かす。
③【全学年】「各種検定試験受検」……各種の標準化さ
れた検定試験への受験を通して学習目標の具体化を
図る。また、作文・スピーチ・数学・工学・芸術・
デザインなど様々な分野の各種のコンテスト等に参
加することにより、自己の特性や長所を理解し、自
己表現力の向上を目指す。
５．まとめ
　本稿の〔２．キャリア教育の意義について〕及び〔３．
中央中等教育学校の教育目標と教育方針〕は、矢島が
2010年度に群馬県立中央中等教育学校の教職員に示
したものに多少の加筆を加えたものである。また〔４．
中央中等教育学校における「キャリア教育」の具体的
な活動の構想〕は、校内検討委員会での協議のたたき
台として示したものである。この作成については、矢
島をはじめ管理職が教務主任や進路指導主事と連携し
て行った。
　各学校において自校の教育課題解決のために、創意
工夫ある教育課程を編成し、それに基づいて教育活動
を活性化させる重要性は言うまでもないが、生徒の
ニーズに応じながら、教職員が納得して主体的に実践
に望めるような体制を構築しなければならない。しか
し、実際には教職員にとって教育課程の見直しという
のは難しいことである。だからこそ、管理職の適切な
リーダーシップの発揮が求められる。教職員全体の共
通理解に基づく学校経営を進めるためには、管理職が
研究的視点に基づく計画、立案、分析等を自ら進んで
行う必要がある。中等教育学校のように生徒が６年間
という長い期間の学校生活を過ごす学校で学校経営方
針や教育活動を変えていくには、データや理論に基づ
く根拠の明確な提案が求められる。
　ここでは「キャリア教育」を見直しの軸に据えるこ
とによって学校経営方針を明確にし、教育活動の内容
を整理、統合、補充、深化するなどの改善を意図した。
学校教育では、一人ひとりの生徒が長い人生全体を意
識する大きなテーマが必要であり、生徒自身の自覚も
重要である。中学校や高等学校の時期の生徒は進学や
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就職といった目の前の目標達成のため視野が狭くなる
おそれがある。教育課程の編成は全体のバランスを考
えながらより効果的な学校生活の実現のために行われ
なければならない。「キャリア教育」にしても、それだ
けで完結するものではなく、あくまでも日常の各教科
等の学習と関連を持って進められなければならない。
　なお、中央教育審議会は2011年１月の答申「今後の
学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方につい
て」において「基礎的・汎用的能力」という考え方を
示した。それにより「４領域８能力」と呼びならわさ
れてきた「キャリア発達に関わる諸能力」に基づいて
構成した本稿〔２．３．４．〕も2011年度に再吟味され、
2012年度からの新しい教育課程では、これとは異なる
形で構想されたことを最後に付記しておく。
（やじま　ただし）
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